資料６-2　現代の貿易　Ⅱ（地域経済統合2－TPP）
1. 日本の経済連携協定交渉(別紙参照)
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経済産業省http://www.meti.go.jp/policy/trade_policy/epa/index.html

(1) 日本の地域連携協定
　EPA：２以上の国（又は地域）の間で、自由貿易協定の要素（物品及びサービス貿易の自由化）に加え、貿易以外の分野、例えば人の移動や投資、政府調達、二国間協力等を含めて締結される包括的な協定
(2) 日本・シンガポール新時代経済連携協定
1 2002年1月13日調印
2 日本がシンガポールからの新たな関税撤廃3851品目
· シンガポールからの輸入額94%（従来84%)
· 残存関税品目：農水産物、一部石油化学製品
3 シンガポールへは全品目関税撤廃
4 サービス、投資、人材移動のなどの自由化
5 貿易促進措置
6 効果（2002年と2007年比較)
輸出44.6％増、輸入32.3％増－貿易黒字27.2％増
サービス貿易：受取2.7倍、支払い67.0％増－サービス収支黒字化
直接投資残高：対外投資59.8％増、対内投資9.1倍増

(3) 日本・メキシコ経済連携協定	(2005年４月発効）
3. 関税等
· 日メキシコ双方10年以内にほぼ全ての鉱工業品関税を撤廃。
· メキシコ側は自動車輸入に無税枠を設け、7年目から完全自由化。鉄鋼は10年以内に段階的撤廃。また、政府調達市場を開放、インフラや治安の改善、出入国手続きの円滑化、知的財産権の保護
· 日本側は、農産品において豚肉、オレンジジュース、牛肉、鶏肉、オレンジ生果輸入に特恵輸入枠を設定。
4. 現地生産、輸出
· トヨタ、ホンダなどメキシコで現地生産している自動車メーカーが既存の前年生産台数の10％に加えEPA枠で5％を追加
· マツダ、スズキ、スバルなど現地生産していないメーカーも5％の枠を利用し、輸出拡大
5. 評価
日本にとって農業分野を含む初めての本格的なFTA。日本側の農産品の市場開放、
メキシコ側の鉄鋼・自動車の市場開放を巡って交渉が難航し、実質合意までに16カ月を要した。
⇒NAFTA見直しの影響

2. TPP（環太平洋戦略的経済連携協定）
[bookmark: _GoBack][image: http://www.cas.go.jp/jp/tpp/about/img/img01.jpg]
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(1) TPP略史
2006年シンガポール、NZ、チリ、ブルネイからなる「P4」が発効
2010年3月 メルボルンで第1回交渉会合（参加8カ国：P4＋米、豪、ペルー、ベトナム）
10月 ブルネイで第3回交渉会合。マレーシアの参加が正式に認められる。
2011年3月11日東日本大震災
11月 APEC会合（ハワイ）、「大まかな輪郭」合意, 日本、カナダ、メキシコが交渉参加表明
 2012年10月 メキシコ、カナダが交渉に参加　／ 2013年3月　日本交渉参加
 2015年10月（アトランタ）大筋合意　／2016年2月（オークランド）　署名
 2017年1月　トランプ大統領、ＴＰＰ離脱の大統領覚書を発出
　　　　11月（ベトナム・ダナン）大筋合意　／　2018年3月（チリ・サンティアゴ）署名　
ＴＰＰ１１協定（環太平洋パートナーシップに関する包括的及び先進的な協定：ＣＰＴＰＰ）
(2) [image: ]TPPの概要（外務省HP）  

TPP交渉の難航分野
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（時事ドットコム2014年２月25日）　　　　（時事ドットコム2014年5月19日）
(3) 主な交渉分野:
内閣官房ＴＰＰ政府対策本部「環太平洋パートナーシップ協定（ＴＰＰ協定）の概要」を参照（平成27年10月5日）

1 市場アクセス（農業）：国内補助金交渉はなく、関税撤廃が中心
農産物重要5項目を構成する586品目　　　　　　　農産物重要5項目の関税
	コメ
	778%

	麦
	小麦
	252%

	
	大麦
	256%

	乳製品
	脱脂粉乳
	218%

	
	バター
	360%

	砂糖
	328%

	牛肉
	38.5%
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時事ドットコム２０１３年10月24日



· コメ
1. 現行１キロ当たり３４１円の関税は維持
2. 米国とオーストラリア向けに無関税の輸入枠を新設
3. 協定発効当初計５万６千トン→１３年目計７万８４００トン
4. 民間業者が需要に基づいて輸入するため上限まで輸入する義務はない。
5. GATTウルグアイ・ラウンド－ミニマムアクセス年間約７７万トン
TPPによるコメの輸入制度
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・麦
1. 国内需要：約９割輸入する麦
2. 国家貿易(輸入)：小麦年間５７４万トン、大麦１３７万トン
3. 枠外の関税率：小麦 １キロ５５円、大麦３９円は維持
4. 国家貿易の枠内で、事実上の関税に当たる輸入差益を発効から９年目までに４５％削減する。
5. 小麦－米国と豪州、カナ ダに国別枠として計１９万２千トンを新設。７年目以降は２５万３千トンまで拡大。
6. マカロニ、スパゲティ：関税は９年後に６０％削減


・牛肉
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米国産牛肉関税：現行38.5％→16年９％
セーフガードの検討課題
・豚肉
安い部位：１キログラムあたり482円の関税→10年で50円に引き下げ
・ワイン
協定発効時に３分の２の水準に下げ、関税７年程度で撤廃

・乳製品
1. 乳製品（バター、脱脂粉乳）：ＷＴＯ協定に基づく13万７千トン（生乳換算、以下同）の低関税輸入枠を継続
2. ＴＰＰ枠として６万トンの輸入枠を新設し、６年目に７万トンに拡大。
3. この枠内の関税：バター１キロ当たり35％＋290円→１１年目３５％のみ
4. モッツァレラ、カマンベール、プロセスチーズの関税は維持。
5. チェダーやゴーダなどの熟成チーズや粉チーズなどの関税16年目に撤廃
6. 乳幼児用粉ミルクやヨーグルトは１１年目に撤廃

・甘味資源作物
1. 粗糖や精製糖：内外格差を埋めるための「糖価調整制度」を維持。
2. 白砂糖などに精製される前の高糖度原料糖は無税。調整金も 少額削減。
→サトウキビ農家などへの大きな打撃にはならない
3. チョコレート菓子などの加糖調製品には低関税輸入枠が設定
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・食料自給率
日本（2014年）：カロリーベース39%、　生産額ベース64%（農水省）
[image: ]
カロリーベース総合食料自給率（平成26年度）
＝1人1日当たり国産供給熱量（947kcal）／1人1日当たり供給熱量（2,415kcal）＝39％
生産額ベース総合食料自給率（平成26年度）
＝食料の国内生産額（9.8兆円）／食料の国内消費仕向額（15.3兆円）＝64％
自給率
　　　　　　　国内生産額　　　　　　　　　
（国内生産額＋輸入額－輸出額－在庫の増減）　　　　※品目別自給率は額を量に代える

農業に集中する高関税品目
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・日本の農業問題：『日経ビジネス』 2009年05月04日号より
1. 農業従事者の平均年齢は65.8歳
2. 農業生産性
· 国内農業生産高　<　パナソニック売上高
· 農家の収入の45％は補助金
· 放棄地は20年で３倍
3. 食糧安全保障
· 食料自給率　40%→14%？
4. 関税
5. 戸別所得補償制度
6. 売れるコメとは



・戸別所得補償制度
WTOにおける戸別所得補償のあり方
○グリーンボックス：増産効果を持たない補助金（直接支払い）
○ブルーボックス：生産制限を義務づけた上で支払われる、補助金（直接支払い）
×イエロー・ボックス：増産・輸出効果がある補助金（貿易歪曲効果）　　　　　　　　　　　　　　－奨励金、大幅な低利融資など

・(参考)　韓国の政策
· 農業基金や直接支払い（戸別所得補償）を実施
· 今後10年間で大規模な農家を20万個に集約する計画
· 韓国チリFTA：関税撤廃の完全な例外はリンゴ、梨、コメ
· 韓国米国FTA：例外はコメのみ、但し、重要品目11品目は関税割当制

・アメリカのコメ作り（資料：米国農務省）
日米のコメの生産量
	（千トン） 
	2006年
	2010年
	2014年
	2015年
	2016年
	世界ランク

	日本　　　　　
	7,786
	7,850
	10,549
	9,986
	8,044
	13位

	アメリカ　
	6,088
	7,680
	10,080
	8,725
	10,167
	11位

	アメリカの輸出
	3,003
	3,475
	3,267
	3,360
	3,520
	


[image: ]アメリカの短粒米生産は全体の1.4%(2017年)
　アメリカのコメの輸出先(2017年)
　1位メキシコ(20%) 2位日本(12%) 3位ハイチ(12%) 
4位ベネズエラ(9%) 5位韓国(6%)
· 日本産コメの内外価格差  
日本経済新聞2011/6/10

2 工業製品
工業製品について、11カ国全体で99.9％の品目の関税撤廃を実現。
輸出額（11ヶ国向け合計約１９兆円）で見ても、99.9％を達成。（即時撤廃の割合は76.6％）
カナダ全体として、工業製品の輸出額（約１兆円）の100％の関税撤廃を実現。 乗用車（輸出の約３割：現行税率6.1％）について、５年目撤廃を実現。これは、既に交渉が終了しているカナダ・ＥＵＦＴＡの内容（８年目撤廃）を上回る高い水準。・ 自動車部品（現行税率 主に6％）は、日本からの輸出の９割弱が即時撤廃。
NZ輸出額の98％以上の工業製品が即時撤廃。残りも８年目までには完全無税化。
オーストラリア輸出額約１兆円のうち、日豪EPAでは82.6％が即時撤廃されたが、TPPではこれを上回る94.2の即時撤廃で合意。特に、主力の乗用車、バス、トラック（輸出の５割弱：現行税率 ５％）の新車は、100％即時撤廃。
ベトナム日ベトナムEPAで最終的には工業製品の輸出額の92％が関税撤廃される予定だが、TPPではこれに加え、特に輸出関心の高い3000cc超の乗用車（現行、最高70％弱の高関税で保護）について、10年目撤廃を実現。

3 サービス・投資
市場アクセス改善については、原則すべてのサービス及び投資分野を自由化の対象とし、規制の根拠となる措置や分野を列挙。日本企業の海外進出の観点から、諸規制の緩和や撤廃が進んだうえ、現状が明確化され、透明性が向上。
マレーシア：
・小売業（コンビニ）への外資規制の緩和（コンビニへの外資出資禁止→出資上限30％）、小売業の諸手続が緩和され、透明性も向上
・外国銀行の支店数の上限拡大（８支店→16支店）
・外国銀行の店舗外の新規ＡＴＭ設置制限の原則撤廃
・国営再保険事業体からの再保険購入義務の緩和（購入割合一律30％→2.5％）
・信用格付会社への外資出資比率規制の撤廃（現行上限49％）
・ブミプトラ政策に関する留保が大幅に限定。留保内容が明確化。
ベトナム
· ＴＰＰ発効後５年の猶予期間を経て、コンビニ、スーパー等の小売流通業の出店について、ベトナム全土において、「経済需要テスト（Economic Needs Test）」を廃止。
· 電気通信業の外資出資比率規制の緩和（65％→75％等）
· 地場銀行への外資出資比率規制の緩和（15％→20％等）
· 投資の事前審査の閾値の引き上げ（３６９百万カナダ・ドル→１５億カナダ・ドル）
· 劇場、ライブハウス等娯楽サービスの外資規制緩和（現行上限49％→51％）、国内映画優先指定の緩和。
カナダ
· 投資の事前審査の閾値の引き上げ（369百万カナダ・ドル→15億カナダ・ドル）
· オンラインで提供される外国の音響映像コンテンツに対して規制を設けない。
· 
4 ビジネス関係者の一時的な入国
シンガポール以外の全ての国について一時的な入国及び滞在を認める自然人のカテゴリー及び滞在期間に関し、ＷＴＯ・ＧＡＴＳを上回る約束。

5 内国民待遇及び物品の市場アクセス
物品の貿易に関して、各国の譲許表に従い関税を撤廃等することを規定するとともに、内国民待遇、輸出入の制限、再製造品の取扱い、輸出入許可手続の透明性、行政上の手数料及び手続、輸出税等、物品の貿易を行う上での基本的なルールを規定する。
· 輸出税の新設・維持の禁止：マレーシア（石油、パーム油、木材、魚等）及びベトナム（鉱物資源等）の輸出税が原則撤廃される
· 輸入許可手続の透明化
6 原産地規則及び原産地手続
輸入される産品について，関税の撤廃・引下げの関税上の特恵待遇の対象となるＴＰＰ域内の原産品として認められるための要件及び特恵待遇を受けるための証明手続等を定める。
· ＴＰＰ特恵税率の適用が可能な11か国内の原産地規則の統一（事業者の制度利用負担の緩和）
·  輸出者、生産者又は輸入者自らが原産地証明書を作成する制度の導入（貿易手続の円滑化）
· 完全累積制度の実現
ＴＰＰ協定においては、複数の締約国において付加価値・加工工程の足し上げを行い、原産性を判断する完全累積制度を採用。
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· 広域ＦＴＡ化による原産品輸送の容易化（立証負担の緩和）
二国間のＦＴＡにおいては、産品の輸送の際に第三国を経由した場合には、当該貨物の原産性が維持されているか否かについて輸入国税関に対し立証する負担がある。一方で、ＴＰＰは全ての締約国を一つの領域とみなす広域ＦＴＡであり、全ての締約国の領域内を移動する限りにおいては、貨物の原産性が維持されることになる。
· 自動車の原産地規則
完成車については、控除方式による付加価値基準を用いる場合は55％となっている。また、その場合における特定の部品７品目（強化ガラス、合わせガラス、乗用車用車体、貨物自動車等の車体、バンパー、ドア、車軸）については、協定上明記された加工工程のどれか一つでもTPP域内で行われれば原産性が付与される制度が導入されている。
· 自動車部品の原産地規則
基本的には、関税分類変更基準と付加価値基準の選択制であり、控除方式による付加価値基準の場合は、品目に応じて45％～55％となっている。また、この控除方式による付加価値基準の場合に45％を超える分については、構成部品について協定上明記された加工工程のどれか一つでもTPP域内で加工されれば、原産性が付与される。

7 税関当局及び貿易円滑化
税関手続について予見可能性、一貫性及び透明性のある適用を確保するとともに、締約国間の協力の促進、国際基準への調和、通関等の手続の迅速化、行政上及び司法上の審査の確保等について規定。
· 迅速通関（関税法の遵守を確保するために必要な期間（可能な限り貨物の到着から４８時間以内）に引取りを許可）
· 急送貨物（通常の状況において、必要な税関書類の提出後６時間以内に引取りを許可）
· 輸入者、輸出者又は生産者の要請による書面での事前教示制度（関税分類、原産性等）（150日以内に回答）
· 自動化（輸出入手続を単一の窓口において電子的に完了することができるよう努める）

8 貿易上の救済
輸入急増による国内産業への重大な損害を防止するため、一時的に緊急措置（経過的セーフガード措置）をとることができる旨を規定する他、ダンピング防止措置及び相殺関税措置に関する規定を置いている
経過的セーフガード措置
締約国が、一定の経過期間（協定発効から３年間。ただし、特定の産品の関税撤廃がそれよりも長い期間にわたって行われる場合は当該産品についての段階的な撤廃期間）の間、この協定に基づく関税の引下げ又は撤廃の結果として原産品の輸入が急増したことにより、同種の又は直接に競合する産品を生産する国内産業に重大な損害又はそのおそれを引き起こしている場合には、この協定の下での関税譲許を一時的に停止するか、一定の水準まで関税を引き上げることができること等を規定している。
→経過的セーフガード措置の濫用を抑制する効果


ダンピング防止措置及び相殺関税措置
ＷＴＯ協定における権利・義務を確認するとともに、透明性及び適正な手続を推進する観点から、義務規定ではない形で、対面による情報の検証等の具体的手続を規定している。
　　→ダンピング防止措置の濫用を抑制する効果

9 投資
投資財産の設立段階及び設立後の内国民待遇及び最恵国待遇、投資財産に対する公正衡平待遇並びに十分な保護及び保障、特定措置の履行要求（現地調達，技術移転等）の原則禁止、正当な補償等を伴わない収用の禁止等を規定している。
また、投資家と国との間の紛争の解決（ＩＳＤＳ）のための手続も規定している。
· 投資財産の設立段階及び設立後の内国民待遇及び最恵国待遇
· 投資家に対する特定の措置の履行要求の禁止（例：ローカルコンテンツ要求、技術移転要求、投資家が締結するライセンス契約に関するロイヤリティ規制の禁止（特定のロイヤリティ率の採用を義務づけることの禁止）、特定技術使用要求の禁止等）
· ＩＳＤＳ手続の採用ISDS条項（投資家対国家の紛争解決、投資家対国家の紛争解決制度）
Investor State Dispute Settlement、ISDS
· 自由貿易協定（FTA）などを締結した国家間において、外国企業が相手国政府から不当に差別され不利益を被った場合などに、相手国政府を相手取って訴訟を起こすことを可能にする条項。
· ISDS条項が盛り込まれることで、相手国の国内の裁判所を経由せずに訴訟手続きを進めることが可能となる

・マレーシア：内国民待遇違反や特定措置履行要求違反は従来対象外。
・シンガポール：最恵国待遇違反は従来対象外。
・オーストラリア：日・豪ＥＰＡではＩＳＤＳを採用せず（再協議）。
・インフラ整備等に関する国と投資家の間の契約(投資に関する合意)の違反も原則ＩＳＤＳの対象になる。
· 地方政府の措置に関する国家間協議メカニズムの導入
米国、カナダ、オーストラリア等の連邦制国家では州政府が多くの規制を行っているところ、地方政府による協定違反の投資規制に対して国家間で対応策を協議するメカニズムを新たに導入。
· ＩＳＤＳ手続に関しては、以下のような濫訴抑制につながる規定が置かれている。
·  仲裁廷は、国家の義務違反の有無を判断する段階に至る前に、訴えが仲裁廷の権限の範囲外であるとの被申立国による異議等について決定を行う。
·  全ての事案の判断内容等を原則として公開することを義務付ける。
·  申立て期間を一定の期間に制限する。
10 [image: ]ビジネス関係者の一時的な入国
締約国間のビジネス関係者の一時的な入国の許可、そのための要件、申請手続の迅速化及び透明性の向上等につき規定している。
日本は、「短期の商用訪問者」、「企業内転勤者」、「投資家」、「資格を有する自由職業家」（弁護士、公認会計士等を含む。）、「独立の自由職業家」、「契約に基づくサービス提供者」及び「（「短期の商用訪問者」を除く）それらの者に同行する配偶者及び子」に対し、入国及び一時的な滞在を許可することを約束しているが、いわゆる「単純労働者」の受入れを義務付けるような規定はない。

11 電子商取引
ＴＰＰ協定の電子商取引章は、ＷＴＯ協定には規定はなく、また我が国が締結済みのＥＰＡの電子商取引章と比較しても、包括的かつ高いレベルの内容が達成されている。
· 締約国間における電子的な送信に対して関税を賦課してはならない。
· 他の締約国において生産等されたデジタル・プロダクト（コンピュータ・プログラム等、デジタル式に符号化され、商業的販売又は流通のために生産され、電子的に送信されることができるもの）に対し、同種のデジタル・プロダクトに与える待遇よりも不利な待遇を与えてはならない。
· 企業等のビジネスの遂行のためである場合には、電子的手段による国境を越える情報（個人情報を含む。）の移転を認める。（注）
· 企業等が自国の領域内でビジネスを遂行するための条件として、コンピュータ関連設備を自国の領域内に設置すること等を要求してはならない。（注）
· 他の締約国の者が所有する大量販売用ソフトウェアのソース・コードの移転又は当該ソース・コードへのアクセスを原則として要求してはならない。
→ＴＰＰ協定において、電子商取引に関する先進的かつ包括的なルールを構築したことによって、今後、域内において電子商取引が安定的かつ信頼感をもって行われる環境が整備されることが期待される。

12 政府調達
特定の調達機関が基準額以上の物品及びサービスを調達する際の規律を規定している。具体的には、公開入札を原則とすること、入札における内国民待遇及び無差別原則、調達の過程の公正性及び公平性、適用範囲のさらなる拡大（地方政府を含む）に関する交渉等について規定している。
→ＴＰＰ協定の政府調達章の対象調達について、内国民待遇、無差別待遇原則及び調達手続の透明性確保に係る詳細な手続規則が、初めて国際約束として規定された。これにより、これらの国々の政府調達市場へのアクセスが改善する。

13 国有企業及び指定独占企業
締約国は、国有企業及び指定独占企業が、物品又はサービスの売買を行う際、商業的考慮に従い行動すること、他の締約国の企業に対して無差別の待遇を与えることを確保すること、国有企業への非商業的援助（贈与・商業的に存在するものよりも有利な条件での貸付け等）を通じて他の締約国の利益に悪影響を及ぼしてはならないこと、国有企業及び指定独占企業に関する情報を他の締約国に対して提供すること等を規定している。
各締約国は、特定の規律を自国の特定の国有企業等の特定の活動については適用しないとして、国別附属書で留保している。日本は、地方政府の所有・支配する国有企業・指定独占企業を留保している。
→国有企業等に特化した規律は、ＷＴＯ協定及び日本が締結済みの既存のＥＰＡには盛り込まれていない。これらの規律により、外国企業が国有企業と対等な競争条件で事業を行うことができる基盤が確保されることとなる。(※マレーシア、ベトナム、ブルネイ)

14 知的財産 
ＴＰＰ協定で対象となる知的財産は、商標、地理的表示、特許、意匠、著作権、開示されていない情報等である。知的財産章は、これらの知的財産につき、ＷＴＯ協定の一部である「知的所有権の貿易関連の側面に関する協定」（ＴＲＩＰＳ協定）を上回る水準の保護と，知的財産権の行使（民事上及び刑事上の権利行使手続並びに国境措置等）について規定し、もって、知的財産権の保護と利用の推進を図る内容となっている。 
· 医薬品の知的財産保護を強化する制度の導入 
· 特許期間延長制度（販売承認の手続の結果による効果的な特許期間の不合理な短縮について特許権者に補償するために特許期間の調整を認める制度） 
· 新薬のデータ保護期間に係るルールの構築。 
· 特許リンケージ制度（後発医薬品承認時に有効特許を考慮する仕組み） 
· 商標 
国際的な商標の一括出願を規定した標章の国際登録を定めるマドリッド協定議定書又は商標出願手続の国際的な制度調和と簡略化を図るためのシンガポール商標法条約（の締結を義務付け。 また、商標の不正使用について、法定損害賠償制度又は追加的損害賠償制度を設ける。 
· 特許 
・ 特許期間延長制度（出願から５年、審査請求から３年を超過した特許出願の権利化までに生じた不合理な遅滞につき、特許期間の延長を認める制度）の導入の義務付け。 
・ 新規性喪失の例外規定（特許出願前に自ら発明を公表した場合等に、公表日から12月以内にその者がした特許出願に係る発明は、その公表によって新規性等が否定されないとする規定）の導入を義務付け。 
·  オンラインの著作権侵害の防止 
インターネット上の著作権侵害コンテンツの対策のため、権利者からの通報を受けて、プロバイダー事業者が対応することで賠償免責を得る制度を導入。プロバイダー事業者に著作権侵害防止のためのインセンティブを与える制度を担保。 
· 知的財産権保護の権利行使
・不正商標商品又は著作権侵害物品の疑義のある、輸入されようとしている物品、輸出されようとしている物品、若しくは領域を通過する物品について、権限のある当局が職権で差止め等の国境措置を行う権限を付与（ただし，通過物品については，荷宛国への侵害疑義物品情報提供をもって代替することが認められる）
・営業秘密の不正取得、商標を侵害しているラベルやパッケージの使用、映画盗撮に対する刑事罰義務化
・衛星放送やケーブルテレビの視聴を制限している暗号を不正に外す機器の製造・販売等への刑事罰及び民事上の救済措置を導入。
· 著作権
· 自然人の生存期間に基づき計算される場合には、著作者の生存期間及び著作者の死から少なくとも70年
·  自然人の生存期間に基づき計算されない場合には、次のいずれかの期間
(i) 当該著作物、実演又はレコードの権利者の許諾を得た最初の公表の年の終わりから少なくとも70年
(ii) 当該著作物、実演又はレコードの創作から一定期間内に権利者の許諾を得た公表が行われない場合には、当該著作物、実演又はレコードの創作の年の終わりから少なくとも70年
・ 故意による商業的規模の著作物の違法な複製等を非親告罪とする。ただし、市場における原著作物等の収益性に大きな影響を与えない場合はこの限りではない。
・ 著作権等の侵害について、法定損害賠償制度又は追加的損害賠償制度を設ける。

15 地理的表示（ＧＩ）
地理的表示の保護又は認定のための行政手続を定める場合、①過度の負担となる手続を課することなく申請等を処理すること、②申請等の対象である地理的表示を公開し、これに対して異議を申し立てる手続を定めること、③地理的表示の保護又は認定の取消しについて定めること等が規定されている。

内閣官房ＴＰＰ政府対策本部「環太平洋パートナーシップ協定（ＴＰＰ協定）の概要」を参照（平成27年10月5日）

(3) TPP11　凍結項目（http://www.sankei.com/economy/photos/180118/ecn1801180003-p1.html）
[image: ] 2018.1.18 配信
6. TPPの意義
内閣官房TPP政府対策本部より（http://www.cas.go.jp/jp/tpp/about/index.html）
· 21世紀型の新たなルールの構築
· ＴＰＰは、モノの関税だけでなく、サービス、投資の自由化を進め、さらには知的財産、電子商取引、国有企業の規律、環境など、幅広い分野で２１世紀型のルールを構築するもの。
· 成長著しいアジア太平洋地域に大きなバリュー・チェーンを作り出すことにより、域内のヒト・モノ・資本・情報の往来が活発化し、この地域を世界で最も豊かな地域にすることに資する。
· 中小・中堅企業、地域の発展への寄与
· ＴＰＰ協定により、大企業だけでなく中小企業や地域の産業が、世界の成長センターであるアジア太平洋地域の市場につながり、活躍の場を広げていくことが可能になり、我が国の経済成長が促される。
· ヒト、モノ、資本、情報が自由に行き来するようになることで、国内に新たな投資を呼び込むことも見込め、都市だけではなく地域も世界の活力を取り込んでいくことが可能となる。
· 長期的な、戦略的意義
· 自由、民主主義、基本的人権、法の支配といった普遍的価値を共有する国々とともに貿易・投資の新たな基軸を打ち立てることにより、今後の世界の貿易・投資ルールの新たなスタンダードを提供。
· アジア太平洋地域において、普遍的価値を共有する国々との間で経済的な相互依存関係を深めていくことは、地域の成長・繁栄・安定にも資する。

3. 日ＥＵ・ＥＰＡ（http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/page6_000042.html）
1 交渉経過
　2013年3月　交渉開始→　2017年7月大枠合意　⇒　2017年　交渉妥結
　⇒　2018年中協定承認案と関連法案を国会提出　⇒　2019年中協定発効見込み
2 概要
1. 日本産品のＥＵ市場へのアクセス；ＥＵ側撤廃率：約99％。
· 工業製品
· 100％の関税撤廃を達成。
· 乗用車（現行税率10％）：８年目に撤廃。
· 自動車部品：貿易額で９割以上が即時撤廃。
· 農林水産品等
· 牛肉，茶，水産物等の輸出重点品目を含め，ほぼ全ての品目で関税撤廃（ほとんどが即時撤廃）。
· 酒類については，日本ワインの輸入規制（醸造方法・輸出証明）を撤廃。自由な流通が可能。
· 農産品や酒類（日本酒等）に関する地理的表示（ＧＩ）の保護を確保。
2. ＥＵ産品の日本市場へのアクセス：日本側撤廃率：約94％ 
（農林水産品：約82％，工業品等：100％）。
· 農林水産品
· コメは，関税削減・撤廃等の対象から除外。
· 麦・乳製品の国家貿易制度，糖価調整制度，豚肉の差額関税制度は維持。関税割当てやセーフガード等の有効な措置を確保。
· ソフト系チーズは関税割当てとし，枠数量は国産の生産拡大と両立可能な範囲に留めた。
· 牛肉は１５年の関税削減期間とセーフガードを確保。
· 工業製品
· 化学工業製品、繊維・繊維製品等：即時撤廃。
· 皮革・履物（現行税率最高30％）：11年目又は16年目に撤廃。
3 交渉分野
[image: ]
4 日ＥＵ・ＥＰＡの重要性
· ＥＵは我が国にとって，民主主義，法の支配，基本的人権といった基本的価値を共有する重要なグローバルパートナー。また，ＥＵは総人口約５億人(日本の約４倍)，世界のＧＤＰの約２２％(同約３倍)，我が国輸出入総額の約１２％を占める我が国にとっての主要貿易・投資相手。
· 日ＥＵ関係の最優先課題である日ＥＵ・ＥＰＡは，戦略的パートナーシップ協定（ＳＰＡ）と共に，日ＥＵ関係の重要な基盤となり，両者の戦略的関係を更に強化するもの。
·  日ＥＵ・ＥＰＡは，関税撤廃や投資ルールの整備等を通じて貿易・投資を活発化し，雇用創出，企業の競争力強化等を含む経済成長に資する。また，同ＥＰＡは，日本の成長戦略の重要な柱であり，日本企業の欧州市場進出を促進するもの。
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5 日EU貿易
	（兆円）
	輸出
	輸入

	EU
	8.0
	8.1

	米国
	14.1
	7.5

	中国
	12.8
	17.1



6 日韓対欧州自動車輸出比較
2011年EU-韓国FTA発効　⇒2016年自動車関税撤廃
	
	日本
	韓国

	2009年
	約70万台
	約35万台

	2016年
	約60万台
	約40万台



7 国内自動車メーカの欧州販売実績（（2017年3月期）
	会社名
	販売実績（万台）
	世界販売に占める
欧州比率（％）

	トヨタ
	92.5
	10.3

	日産
	77.6
	13.8

	マツダ
	26.2
	16.8

	スズキ
	24.5
	8.3

	ホンダ
	18.4
	3.7

	三菱
	17.9
	19.3

	スバル
	4.1
	3.9


出典：「フジサンケイビジネスアイ」　2017年7月6日

8 日EU・EPAの今後の課題
· 不均衡高関税の是正
· 非関税障壁
· 新しいルール
· EUの意思決定－Brexit、域内不統一
· 米国の関与
· 日本国内の保護政策、反対運動

4. 日・ASEAN包括的経済連携協定について
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5. 各国のFTA事情
1 アメリカ
(現状)
· FTA劣等国
· 輸入大国アメリカ
· 市場経済の推進役？
· アメリカの競争力－製造業、農業、サービス業
· アメリカの狙い、賭け
(課題)
· RTA参加でアメリカの農業は発展するか
· アメリカのアジアに対するヘゲモニー（覇権）は
· 資金不足対策⇒アメリカの思惑は、作業部会にあり
· トランプ政権の舵取り－保護主義傾倒か
2 [image: ]韓国
(現状) 
· 韓国経済の復活
· 韓国の農業
· FTA優等国の理由
(課題)
· 2011年にEU、米国とFTA発効－現在見直し中http://nna.jp/free/news/20101015krw002A.html


· FTAの推進方法－個別FTAによる交渉重視
· 農民の反対運動⇒戸別補償、輸入の影響
· 韓国国民の危機感－通貨危機、ウォン安
· 政治力：文在寅大統領の姿勢
3 中国
· [image: ]中国はRTAより広域経済圏構想「一帯一路」優先
· 一帯一路とは
古代シルクロードの再現：中国の対外開放新戦略
シルクロード経済ベルト
①中国～中央アジア、ロシア～ヨーロッパ
②中国～中央アジア、西アジア～ペルシア湾、地中海に至る
③中国～東南アジア、南アジア、インド洋
２１世紀海上シルクロード
①中国の沿海の港～南シナ海～インド洋やヨーロッパ
②中国の沿海の港～南シナ海～南太平洋
· 一帯一路の協力分野
1 「政策面の意思疎通」
2 道路をはじめとする「インフラの連結」
3 「貿易の円滑化」
4 「資金の融通」　⇒2013年AIIB（アジアインフラ投資銀行）設立
5 「民心の意思疎通」
· 一帯一路の意義
（意義）①更なる改革開放、②アジアにおける地域協力、③世界の平和と発展のため
（ビジネス）①インフラ建設、②交通と輸送、③貿易と観光産業
· 一帯一路の課題
1 域内外の大国の支持を得ることが困難
2 一部の対象国との間で領土や領海の問題
3 投資に伴うリスクが高い
6. RTAの展望「市場統合　VS.　保護主義」
· 日本のFTAに対する取り組み
· TPP(環太平洋経済連携協定)の行方
· トランプ政権の行方：アメリカ・ファースト、2カ国間協定
· 中国の戦略：一帯一路
7. 「メガＦＴＡ」時代の到来（内閣官房ＴＰＰ政府対策本部）
· 世界のFTA数は2014年11月現在で266件。2000年以降，2001年を除いて毎年10件以上発効
· WTOの停滞を受けて，TPP，RCEP，日EU，TTIP（米EU）の4つのメガFTAが始動。
· 日本のTPP参加がメガ時代の引き金になる。
· TTIPが世界シェア46.2％。RCEP，日EUは各々世界の約3割。TPPは約4割。日本が参加する3メガFTA合計で，GDPシェア79.8％，既存FTAを含めたFTAカバー率は73.1％となり，FTAにおけるプレゼンスは一気に拡大。
[image: ]

8. アジアのFTAの展望
[image: ]
(1) RCEP(東アジア地域包括的経済連携)とは(外務省資料参照)
RCEP:　Regional Comprehensive Economic Partnership（世界のGDPの30％）
[image: ]交渉参加国：ＡＳＥＡＮ10か国
＋６か国（日本，中国， 韓国，
オーストラリア，ニュージーランド，
インド）
交渉開始：2012年11月交渉立ち上げを宣言
共同首脳声明（2017年11月）要旨
· 保護主義の台頭及び反グローバリゼーションの風潮においても我々の経済は強靱さを維持。貿易の開放性と地域経済統合がもたらす有益な貢献が強靱な経済の維持に繋がることを認識。
· 市場アクセス，ルール及び協力の三本柱において成果を出す。
· 現代的な，包括的な，質の高い，かつ互恵的な経済連携協定を達成するというコミットメントを再確認。
· ＲＣＥＰ交渉の妥結に向けて2018年に一層努力することを指示。
[image: ]



9. 主要なメガＦＴＡの交渉分野とＷＴＯ協定の比較
[image: ]
(2) 地域経済圏別域内輸出入比率
[image: ]
（単位）%、（資料）ＵＮＣＴＡＤ
(3) ＲＣＥＰの域内輸出入比率（貿易額・在ＲＣＥＰ日系製造企業）
[image: ]







(単位)%
（注）調達比率（＝100）のうち,輸入調達を100として割り戻して算出した。
（資料）ＵＮＣＴＡＤ
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